
新入生の皆様へ 
 

信州大学人文学部同窓会 
会⻑ 鈴⽊崇夫 

 
ご入学おめでとうございます。 
厳しい試練を克服され、晴れて信州大学の学生となられました皆様に、心よりお祝い

を申し上げます。 
 
人文学には様々な分野があり、いろいろな研究がなされていますが、すぐに経済的な

何かに結び付くような学問ではありません。哲学や芸術論、心理学、文学や歴史学、社
会学、どれを取っても人によって解釈が異なり、正解など無いような学びの場で、最終
的には己の心と向き合う学問だと思っています。 

 
人文学部の前庭には、信州大学創立七十周年の記念碑があります。その記念碑には、

旧制松本高等学校、信州大学文理学部、同人文学部で教鞭を執られ、その発展過程を見
守り続けた故・東明雅先生の「安曇野は昏れて紫春炬燵」という句が刻まれています。 

 
春炬燵に誰が当たり、何をしているか、様々な想像
ができます。私はそこに、沈思黙考する人文学部生
の姿を見ます。正解は無いかもしれませんが、自分
なりの解を見つける作業。それこそが、人文学を学
ぶ楽しさです。ここ松本は、思索・探求にはうって
つけの場所です。 

 
豊かな自然に恵まれた風光明媚な松本での学生生
活が実り多いものとなるよう、学業に、サークル活
動に、その他もろもろのことに、若い力を挙げて取
り組まれることを、そして有為な人として社会に巣
立たれることを期待しております。 

 
 

 
 
 

 
同窓会ホームページ 



人文学部同窓会 入会のご案内 
 
 本会は、人文学部卒業生、人文科学研究科・総合人文社会科学研究 
科修了生、並びに本学部に関わる先生⽅を主たる会員とする組織です。 
 人文学部⻑を名誉会⻑に戴き、人文学部内に事務局を置き、学部⾏ 
事の後援、後進の育成⽀援、卒業生への記念品贈呈などの人文学部の 
教育・研究活動を⽀える事業に加え、同窓会報の発⾏、保養施設利⽤ 
に関する補助、総会や親睦会開催など、数多くの有意義な取り組みを 
⾏っています。 
 また、当会は東京と⻄⽇本に⽀部を置き、各⽀部の運営補助、⽀部 
会の開催⽀援等を⾏っており、卒業後の各地域での当会参加に関して 
も⽀援を続けております。 
 以上のように「⺟校と卒業生を繋いで、同窓生同⼠の親睦や世代を 
超えた相互扶助」に重要な役割を果たしております。 
 

ご入会について 
本会は全員にご加入いただく同窓会組織です。 

入学時に⼿続きをお願いすることで、在学中から卒業後まで継続した⽀援と交流を受けることができ
ます。 

1）個人情報提供の手続き 
信州大学の「入学⼿続要項」に記載の「信州大学における学生に関するプライバシーポリシー」を

ご確認の上、第 4 項に定める個人情報の提供に対する同意⼿続きをお願いいたします。 
 なお、本会が取得した会員の個人情報は、次葉「個人情報の取り扱いと保護について」に基づき、
適切に管理・運⽤いたします。 

2）会費の納入 
入学⼿続き期間中、信州大学の「入学⼿続サイト」－「入学料等の⽀払」ページより、入学料等と

同時に会費をお⽀払いください（電⼦決済となります。現⾦の取扱いはございません） 
【会費（終身会費）】3 万円 
 ※ 領収証は発⾏いたしませんので、ご了承のうえ⽀払い履歴をお控えください。 
 ※お⽀払いいただいた会費は原則として返還いたしかねますが、3 月 31 ⽇までに入学 
  辞退の意思表示があった場合、納入済み会費は返還いたします。 
 
 

 

お問い合わせ先 
信州大学人文学部同窓会事務局 

〒390-8621 ⻑野県松本市旭 3 丁目 1-1（信州大学人文学部内） 
TEL︓0263-37-2293 

ホームページ︓https://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/arts/alumni̲association/ 

 

⤴ 

＜信州大学人文学部同窓会の歩み＞ 
1979 年 創⽴ 
1998 年 同窓生名簿発⾏ 
2000 年 ホームページ開設 
2007 年 同窓生講座として[現代職業論]   
              (選択必修)を開講 
            （2017 年まで実施） 
2009 年 同窓会創⽴ 30 周年記念祝賀会 
         大学創⽴ 60 周年に合わせ 
                 ホームカミングデーを実施 
        東京⽀部発足 
2014 年 ⻄⽇本⽀部発足 
2018 年 中京⽀部発足 
2019 年 大学創⽴ 70 周年・旧制松⾼ 100 
                 周年に合わせホームカミング 
                 デーを実施 
        記念碑の設置 
2023 年 中京⽀部活動休⽌ 
2024 年 あがたの森文化会館に分室を設置 
        ブログ配信をスタート 
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　 ご入学おめでと う ございます。

今は大学生活への期待や不安でいっ ぱいで

し ょ う か。 私の学生時代はスマホどこ ろ か

パソ コ ンも 携帯電話も 普及し ておら ず、 卒論

も 手書きでし た（ 苦笑）。

　 ですから 、 みなさ んが学ぶ環境と はだいぶ異

なり ますが、「 4 年間はあっ と いう 間に過ぎる」 と

いう 点は変わら ないのではないかと 思います。

　 今の私の大部分は大学 4 年間で培われたと 感じ ていますが、 信大で学んでいた頃は

今の自分は想像も し ていませんでし た。 こ れまで全く 中東地域と は縁がなかっ たのに、

卒業後 25 年近く たっ て卒論で扱っ たパレスチナの支援活動に関わるこ と になると は、 人

生何が起こ るかわかり ません。

　 入学し たばかり で 4 年後やその先の人生を考えるのは酷ですよね。

でも 、 こ の 4 年間で得た友人や学び、 さ まざまな経験がその後の自分の支えになること

をたまに意識し て、 自分自身と と こと ん向き合いいながら、 学業、 サークル、 アルバイト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    など限り ある時間を有意義に過ごされること を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      願っています。

信濃毎日新聞　 2023 年 10 月 31 日 許 2650301
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　 宮村瑞穂さ んは現在、 石川県かほく 市の職員と し て働いています。

2024年1月1日の能登半島地震で かほく 市も 震度5強の地震に見舞

われまし た。 ほと んどの地域で断水し 、 夜通し 避難所への給水パッ ク

の配布など支援活動に追われたそう です。 そし て宮村さ んは、 非常

事態の中で「 歌会始」 には出席すべき でないと 考え、 上司に相談し

たと こ ろ 、「 こ のよ う な状況だから こ そ参加し て石川県のこ と を 話

し て来て欲し い。 少し でも 明るい話題を提供し て欲し い。 」 と 背中を

押さ れ参加を決意し たそう です。

　 石川県の一日も 早い復旧復興を 願っ ています。

　 新入生の皆さ ん、 ご入学おめでと う ございます。

　 私は大学時代、 日本文学分野で『 古今和歌集』 や『 源氏物語』 など古

典文学関連の授業やゼミ を中心に参加し ていまし た。

　 も と も と 古典の世界が大好きだっ たので、 大学での学びの時間、 そし

て同じ よう なこ と に興味を持つ友人と 過ごし た時間は、 かけがえのない

大切な思い出です。 信州大学は、 自ら 行動すれば、 何でも 学べる環境に

あり ます。 先生方は本当に親身になっ て学生に接し てく ださ います。 卒

業し た今、 それがどれだけあり がたく 、 素晴ら し いこ と であるかを実感

し ています。

　 私事ですが、 令和 6 年 大学時代の思い出を詠んだ歌を歌会始に詠進し

たと こ ろ 、 選歌と なり 、 皇居「 松の間」 での儀式に参列する機会をいた

だきまし た。 思い出がこ のよう な機会につながると は思っ ておら ず、 貴

重な機会をいただき 光栄に思っ ています。

　 大学での学びや経験がすぐ に何かに直結すると は限り ませんが、 学ぶ

姿勢や感受性、 考える力が自分の根っ こ の部分と なり 、 きっ と こ れから

の人生を支え、 豊かにし てく れると 思います。 4 年間は本当にあっ と い

う 間です。 充実し た日々を過ごせますよう に！

(2013 年卒　 日本文学）
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個人情報の取り扱いと保護について 

 

信州大学人文学部同窓会は会員の個人情報を保護するために、個人情報保護規定を以下のよう

に策定し、適切に取り扱うよう努めます。 

 

１ 個人情報 

  会員を識別できる情報で、氏名、住所、電話番号、実家住所（保護者氏名）、専攻学科、実家電話

番号、勤務先、勤務先電話番号、メールアドレス等の情報。またこれら１つまたは複数の情報を組み合

わせることにより、個人が識別できる情報。 

 

２ 利用目的 

・同窓会報の発送、総会等の開催通知、会費納入・寄稿等の依頼 

・各種企画の案内、企画を立案するための調査・アンケート等 

・同窓会の運営管理 

・その他同窓会活動に関連するもの 

 

３ 第三者への開示・提供 

  同窓会は次の場合を除き、会員の個人情報を第三者へ開示‣提供致しません。 

・ 会員の同意がある場合 

・ 信州大学の依頼に基づく場合で適切と判断する場合 

・ 各種法令に基づく場合 

 

同窓会は個人情報の正確性、機密性の保持につとめるとともに個人情報保護規定の継続的改善に

も努めます。（同窓会では会員情報を管理するコンピュータはインターネットに接続していません。） 

 

信州大学人文学部同窓会 










